
 

 

 

 

 

「STUDY GUIDE 2019」 

変更部分について 
 

 
 

 

 

 

 

 

※「STUDY GUIDE」は入学年次のみの配布のため、記載内容に修正があった部分のみ、 

この冊子にまとめて掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
【本冊子について】 

 
 

◎本冊子では、2019年度入学の学生に対して、すでに配布されている『STUDY 

GUIDE2019』に記載されている事項について、修正があった部分をまとめたもので 

す。 

 
 

◎本冊子は『STUDY GUIDE』同様に重要なものですので、必ず内容を確認し、必要な部 

分については『STUDY GUIDE』とともに保存しておいてください。 

 

 

 

【注意事項】 

 

 

 

※この冊子は主に「授業」「資格取得」に関する変更を掲載しています。 

なお、「資格・検定の変更部分については、この冊子には掲載されていませんので、最新

版の『STUDY GUIDE』を大学ＨＰより参照してください。 

また、その他の項目についても同様に最新版の『STUDY GUIDE』を参照してくださ 

い。 
 

※『STUDY GUIDE』に記載されている内容、およびこの冊子に記載されている変更点 

は、履修登録や資格取得、卒業に関わる大変重要なものですので、漏れなく確認してく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

2023 年度より変更があった部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

規程等 

「国際教養学部規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2017年度～2020年度入学生適用）

別表Ⅰ（第９条関係）
（１）国際教養学科　開講科目表

必修
選択
必修

選
択

1 2 3 4

Research Project1 2 ○ ○

プロジェクト1 2 ○ ○
「Research Project1」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

Research Project2 2 ○ ○

プロジェクト2 2 ○ ○
「Research Project2」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

Research Project3 2 ○

プロジェクト3 2 ○
「Research Project3」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。
Research Project4 2 ○

プロジェクト4 2 ○
「Research Project4」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。
Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

English1(Reading & Writing) 4 ○ ○ ○ ○

English2(Reading & Writing) 4 ○ ○ ○ ○

Communication(EAP) 4 ○ ○ ○ 職・科

English3(Communication) 4 ○ ○ ○
「Communication(EAP)」を修得済みの場合、履修

することはできない。（再履修者クラス）

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

English4(Speech and Presentation) 4 ○ ○ ○ ○
English4の再履修クラス担当者が授業を担当し、

内容もEnglish4の半期分と同様とする。

グローバル・イシュー1:ことばと人 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー2:社会と文化 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー3:異文化と共生 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー4:政治と経済 2 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○
大学が認めた留学生

専用科目
Discussion and Debate 2 ○ ○ ○

Critical Thinking Workshop 2 ○ ○ ○

Advanced English2（クリティカルシンキング演習） 2 ○ ○ ○
「Critical Thinking Workshop」を修得済みの場

合、履修できない。
Problem Solving Workshop 2 ○ ○ ○

自律学習法演習1 2 ○ ○ ○ ○

自律学習法演習2 2 ○ ○ ○

Negotiation English 2 ○ ○ ○
学部が認めた留学生

専用科目
Advanced English1（プレゼンテーション演習） 2 ○ ○ ○

Advanced English3（資格英語演習） 2 ○ ○ ○

Advanced English4（アカデミックライティング演習） 2 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○
大学が認めた留学生

専用科目
英語学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語音声学1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説1 2 ○ ○ ○ 科 「英語音声学1」を修得済みの場合、履修できない。

英語音声学2 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説2 2 ○ ○ ○ 科 「英語音声学2」を修得済みの場合、履修できない。

言語情報処理概論1 2 ○ ○ ○ 科

言語情報処理概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義1 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義2 2 ○ ○ ○ 科

英文学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英文学概論 2 ○ ○ ○ 科
「英文学概論1」又は「英文学概論2」を修得済みの場

合、履修できない。
英文学概論2 2 ○ ○ ○ 科

米文学概論1 2 ○ ○ ○ 科

米文学概論 2 ○ ○ ○ 科
「米文学概論1」又は「米文学概論2」を修得済みの場

合、履修できない。

米文学概論2 2 ○ ○ ○ 科

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○ 科

イギリス史 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ史 2 ○ ○ ○ 科

イギリス歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「イギリス史」又は「イギリス文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。

アメリカ歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「アメリカ史」又は「アメリカ文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。
情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTとイノベーション 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

4単位以上

14単位以上

新　

履修区分 分野 授業科目
単位数 配当年次

教職※ 要件

演
習

専
修
英
語

選
択
必
修
C

共
通

選
択
必
修
A

グ
ロ
ー

バ
ル
イ

シ
ュ
ー

4単位以上

選
択
必
修
B

実
践
英
語

8単位

14単位

Reading1・2及びWriting１・2の授業については、
Engalish1・2の再履修クラス担当者が担当し、授業

内容もEnglish1・2と同様とする。
必
修

追手門学院大学　国際教養学部規程　一部改正



留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○
留学事前演習は1年
次に全員履修とする

留学特別演習1 2 ○ ○ ○

留学特別演習2 2 ○ ○

国際関係演習1 6 ○ ○ ○

国際関係演習2 6 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際研究演習1 4 〇 〇 〇

国際研究演習2 4 〇 〇 〇

異文化交流１ 6 〇 〇 〇

異文化交流２ 6 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ１ 2 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ２ 2 〇 〇 〇

グローバルリベラルアーツ３ 2 〇 〇 〇

グローバルリーダーESP1

（Media English）

グローバルリーダーESP2

（News English）

多文化マネジメント論 2 ○ ○ ○

グローカル論 2 ○ ○ ○

グローバルリーダーESP3

（Business communication）

グローバルリーダーESP4

（Communication English）

国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

国際ビジネス論 2 ○ ○ ○

市民活動と国際貢献 2 ○ ○ ○

国際企業論 2 ○ ○ ○
国際・地域文化関係論（基礎） 2 ○ ○ ○
国際・地域文化関係論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域文化関係論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修リーダーC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルキャリアESP1

（Travel English）

グローバルキャリアESP2

（Hospitality English）

グローバルキャリアESP3

（Business English）

グローバルキャリアESP4

（World Englishes）

貿易から見る世界 2 ○ ○ ○

環境と経済 2 ○ ○ ○

インバウンド観光学 2 ○ ○ ○

世界の中の日本 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修キャリアC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルコミュニケーションESP1

（Academic reading）

グローバルコミュニケーションESP2

（Academic writing）

グローバルコミュニケーションESP3

(Academic listening)

グローバルコミュニケーションESP4

（Academic speaking）

英語と世界の言語 2 ○ ○ ○

日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○

宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○

世界関係論 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域言語表現論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修コミュニケーションC 他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

Summer Intensive Session 4 ○ ○ ○ ○

Spring Session 4 ○ ○ ○ ○

日本語学概説1 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説2 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○

国語学1（音声言語） 2 ○ ○ ○

日本語学1（音声・音韻） 2 ○ ○
「国語学1（音声言語）」を修得済みの場合、履修す
ることはできない。

学部が認めた留学学
生のみ履修可

大学が認めた留学生
専用科目

4単位以上

学部が認めた留学学
生のみ履修可

1年次に全員履修とす
る

選択必修コミュニケーションB 6単位以上

○ ○

○○

2 ○ ○

○

○ ○

○

グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
コ
ー

ス

選択必修コミュニケーションA

2

○

2

4単位以上

○

○

2 ○

6単位以上

4単位以上

2 ○ ○

2

○ ○ ○

選択必修キャリアB

2 ○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

2

2

グ
ロ
ー

バ
ル
キ
ャ

リ
ア
コ
ー

ス

選択必修キャリアA

2

2

2

コ
ー

ス
別
選
択
必
修

選択必修リーダーB 6単位以上

グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス

選択必修リーダーA



国語学2（文章表現） 2 ○ ○ ○

日本語学2（文法） 2 ○ ○
「国語学2（文章表現）」を修得済みの場合、履修す
ることはできない。

応用日本語1 2 ○ ○ ○

応用日本語2 2 ○ ○ ○

日本文学史1 2 ○ ○ ○

日本文学史1（古典） 2 ○ ○
「日本文学史1」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

日本文学史2 2 ○ ○ ○

日本文学史2（近現代） 2 ○ ○
「日本文学史2」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

日本文学概説1 2 ○ ○ ○

日本文学概論1 2 ○ ○
「日本文学概説1」を修得済みの場合、履修することは
できない。

日本文学概説2 2 ○ ○ ○

日本文学概論2 2 ○ ○
「日本文学概説2」を修得済みの場合、履修することは
できない。

日本史概説1 2 ○ ○ ○

日本史概説2 2 ○ ○ ○

国語学史 2 〇 ○ ○

日本語史 2 ○ ○
「国語学史」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

アニメ文化論 2 ○ ○ ○

日本文学3（超域） 2 ○ ○
「アニメ文化論」を修得済みの場合、履修することはでき
ない。

漫画文化論 2 ○ ○ ○

世界のポップカルチャー 2 ○ ○ ○

ポップカルチャー論 2 ○ ○
「世界のポップカルチャー」を修得済みの場合、履修する
ことはできない。

ゲームシナリオ論 2 ○ ○ ○

中国から見た日本 2 ○ ○ ○

韓国から見た日本 2 ○ ○ ○

旅と温泉 2 ○ ○ ○

海外の日本文学研究 2 ○ ○ ○

世界のユーモアと日本の笑い 2 ○ ○ ○

笑いとコミュニケーション 2 ○ ○ ○

落語の世界 2 ○ ○ ○

漫才の世界 2 ○ ○ ○

狂言の世界 2 ○ ○ ○

人形浄瑠璃文楽の世界 2 ○ ○ ○

大阪の文学 2 ○ ○ ○

大阪文化史演習 2 ○ ○ ○

笑いをマネジメントする 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本1 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本2 2 ○ ○ ○

漢文学1 2 ○ ○ ○

日本文学4（漢文１） 2 ○ ○
「漢文学1」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

漢文学2 2 ○ ○ ○

日本文学5（漢文２） 2 ○ ○
「漢文学2」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

イスラーム世界と日本 2 ○ ○ ○

日本の宗教と思想 2 ○ ○ ○

越境する日本文学 2 ○ ○ ○

日本文学１（古典） 2 ○ ○

日本文学2（近現代） 2 ○ ○

同時代文学を読む 2 ○ ○ ○

幕末史 2 ○ ○ ○

日本の芸能と文学 2 ○ ○ ○

日本の伝統文化を発信する 2 ○ ○ ○

書道1 2 ○ ○ ○

書道2 2 ○ ○ ○

国語科教育論1 2 ○ ○ ○

国語科教育論2 2 ○ ○ ○

国語科教育研究1 2 ○ ○

国
際
日
本
学
科
選
択
科
目



国語科教育研究2 2 ○ ○

第二言語習得 2 ○ ○

言語と心理 2 ○ ○

日本語教育演習1 2 ○ ○ ○

日本語教育演習2 2 ○ ○

日本語教育実習1 1 ○ ○

日本語教育実習2 1 ○ ○

図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○ ○ ○

人文学情報検索法 2 ○ ○

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する
科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

日本語教師養成プロ
グラム専用科目



別表Ⅰ（第９条関係）

（２）国際日本学科 開講科目表

必修
選択必

修
選択 1 2 3 4

Seminar1 2 ○ ○ ○

文献講読 2 ○
「Seminar1」を修得済みの場合、履修

することはできない。

Seminar2 2 ○ ○ ○

専門演習１ 2 ○
「Seminar2」を修得済みの場合、履修

することはできない。

Seminar3 2 ○ ○

Seminar4 2 ○ ○

Seminar5 2 ○

Seminar6 2 ○

研究 卒業研究 4 ○ 4単位

クールジャパン学基礎 2 ○ ○ ○

⽇本⽂化論 2 ○
「クールジャパン学基礎」を修得済みの場

合、履修することはできない。

笑学基礎 2 ○ ○ ○

日本学基礎 2 ○ ○ ○

日本語ワークショップ 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説1 2 ○ ○ ○ ○ 科

⽇本語学概論1 2 ○ 科
「日本語学概説1」を修得済みの場合、

履修することはできない。

日本語学概説2 2 ○ ○ ○ ○ 科

⽇本語学概論2 2 ○ 科
「日本語学概説2」を修得済みの場合、

履修することはできない。

日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本語プレゼンテーション1 2 ○ ○ ○ 科

日本語プレゼンテーション2 2 ○ ○ ○ 科

国語学1（音声言語） 2 ○ ○ ○ 科

日本語学1（音声・音韻） 2 ○ 科
「国語学1（音声言語）」を修得済みの

場合、履修することはできない。

国語学2（文章表現） 2 ○ ○ ○ 科

日本語学2（文法） 2 ○ 科
「国語学2（文章表現）」を修得済みの

場合、履修することはできない。

応用日本語1 2 ○ ○ ○ 科

応用日本語2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史1（古典） 2 ○ 科
「⽇本⽂学史1」を修得済みの場合、履

修することはできない。

日本文学史2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史2（近現代） 2 ○ 科
「⽇本⽂学史2」を修得済みの場合、履

修することはできない。

日本文学概説1 2 ○ ○ ○ 科

⽇本⽂学概論1 2 ○ 科
「日本文学概説1」を修得済みの場合、

履修することはできない。

日本文学概説2 2 ○ ○ ○ 科

⽇本⽂学概論2 2 ○ 科
「日本文学概説2」を修得済みの場合、

履修することはできない。

日本史概説1 2 ○ ○ ○

日本史概説2 2 ○ ○ ○

国語学史 2 ○ ○ ○ 科

日本語史 2 ○ 科
「国語学史」を修得済みの場合、履修す

ることはできない。

国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○

要件

追手門学院大学国際教養学部規程一部改正
＜2018〜2020年度⼊学⽣に適⽤＞

新

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※

必修 必修科目群

演習 12単位

基礎科目

コース

選択した

コースから2

単位

大学が認め

た留学⽣

専用科目

共通科目群

日本語・日

本文化科目

16単位以

上

日本語ワー

クショップは

1年次に全

員履修とす

る



必修
選択必

修
選択 1 2 3 4

要件

新

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※

世界の言語と文化1（中国語） 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化2（韓国語） 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化3（ヨーロッパ諸語） 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化4（アジア諸語） 2 ○ ○ ○

Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Communication(EAP) 4 ○ ○ ○

English３（Communication） 4 ○
「Communication(EAP)」を習得済み

の場合、履修することはできない。

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○

アニメ⽂化論 2 ○ ○ ○ 20単位以上

日本文学3（超域） 2 ○
「アニメ⽂化論」を修得済みの場合、履修

することはできない。

漫画⽂化論 2 ○ ○ ○

世界のポップカルチャー 2 ○ ○ ○

ポップカルチャー論 2 ○
「世界のポップカルチャー」を修得済みの場

合、履修することはできない。

ゲームシナリオ論 2 ○ ○ ○

中国から⾒た⽇本 2 ○ ○ ○

韓国から⾒た⽇本 2 ○ ○ ○

旅と温泉 2 ○ ○ ○

テーマパーク研究 2 ○ ○ ○
クールジャパン

学コースフィー

ルドワーク科目

海外の日本文学研究 2 ○ ○ ○

クールジャパン学ワークショップ 2 ○ ○

世界のユーモアと日本の笑い 2 ○ ○ ○

笑いとコミュニケーション 2 ○ ○ ○

落語の世界 2 ○ ○ ○

漫才の世界 2 ○ ○ ○

狂言の世界 2 ○ ○ ○

人形浄瑠璃文楽の世界 2 ○ ○ ○

大阪の文学 2 ○ ○ ○

演芸フィールドワーク 2 ○ ○ ○

大阪文化史演習 2 ○ ○ ○

笑いをマネジメントする 2 ○ ○ ○

笑学ワークショップ 2 ○ ○

外国語・外

国文化科目

4単位以上

コース科目群

クールジャパ

ン学

コース科目

笑学コース科

目

該当するコース

科目に掲げる

科目から

「フィールドワー

ク科目」または

「ワークショップ

科目」２単位

以上を含む計

１０単位以上

を修得するこ

と。

クールジャパン

学コースワーク

ショップ科目

笑学コースフィール

ドワーク科目

笑学コース

ワークショップ科目

選択必修

大学が認め

た留学⽣

専用科目



必修
選択必

修
選択 1 2 3 4

要件

新

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※

アジアの中の日本1 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本2 2 ○ ○ ○

漢文学1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学4（漢文１） 2 ○ 科
「漢⽂学1」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

漢文学2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学5（漢文２） 2 ○ 科
「漢⽂学2」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

イスラーム世界と日本 2 ○ ○ ○

日本の宗教と思想 2 ○ ○ ○

越境する日本文学 2 ○ ○ ○

日本文学１（古典） 2 ○

日本文学2（近現代） 2 ○

同時代文学を読む 2 ○ ○ ○

幕末史 2 ○ ○ ○

⽇本の魅⼒発信フィールドワーク 2 ○ ○ ○

日本の芸能と文学 2 ○ ○ ○ 科

日本の伝統文化を発信する 2 ○ ○ ○

日本学ワークショップ 2 ○ ○

書道1 2 ○ ○ ○ 科

書道2 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育論1 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育論2 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育研究1 2 ○ ○ 科

国語科教育研究2 2 ○ ○ 科

第二言語習得 2 ○

⾔語と⼼理 2 ○

日本語教授法 2 ○ ○ ○

日本語教育演習1 2 ○ ○ ○

日本語教育演習2 2 ○ ○

日本語教育実習1 1 ○ ○

日本語教育実習2 1 ○ ○

⽇本出版⽂化論 2 ○ ○ ○

電子出版入門 2 ○ ○ ○ ○

電子出版 2 ○
「電⼦出版⼊⾨」を修得済みの場合、履

修することはできない。

デジタル・ヒューマニティーズ 2 ○ ○ ○

図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○ ○ ○

⼈⽂学情報検索法 2 ○

日本学コースフィー

ルドワーク科目

日本学コース

科目

日本語教師養

成プログラム専

用科目

国際日本学

科選択科目

日本学コース

ワークショップ科目



必修
選択必

修
選択 1 2 3 4

要件

新

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※

Negotiation English 2 ○ ○ ○
学部が認めた留学

生専用科目

英語学概論1 2 ○ ○ ○

英語学概論2 2 ○ ○ ○

英語音声学1 2 ○ ○ ○

英語学概説１ 2 ○
「英語⾳声学１」を修得した場合、履修

することはできない。

英語音声学2 2 ○ ○ ○

英語学概説２ 2 ○
「英語⾳声学２」を修得した場合、履修

することはできない。

⾔語情報処理概論1 2 ○ ○ ○

⾔語情報処理概論2 2 ○ ○ ○

英語学講義1 2 ○ ○ ○

英語学講義2 2 ○ ○ ○

英⽂学概論1 2 ○ ○ ○

英⽂学概論 2 ○
「英⽂学概論１」を修得した場合、履修

することはできない。

英⽂学概論2 2 ○ ○ ○

⽶⽂学概論1 2 ○ ○ ○

⽶⽂学概論 2 ○
「⽶⽂学概論１」を修得した場合、履修

することはできない。

⽶⽂学概論2 2 ○ ○ ○

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○

イギリス史 2 ○ ○ ○

イギリス歴史・文化講義 2 ○
「イギリス文化講義」又は「イギリス史」を修得

済みの場合、履修することはできない。

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○

アメリカ史 2 ○ ○ ○

アメリカ歴史・文化講義 2 ○
「アメリカ文化講義」又は「アメリカ史」を修得済

みの場合、履修することはできない。

情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○

留学特別演習1 2 ○ ○ ○

留学特別演習2 2 ○ ○

国際関係演習1 6 ○ ○ ○

国際関係演習2 6 ○ ○ ○

グローバルリーダーESP3

（Business communication）

グローバルリーダーESP4

（Communication English）

国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

国際ビジネス論 2 ○ ○ ○

市⺠活動と国際貢献 2 ○ ○ ○

国際企業論 2 ○ ○ ○

貿易から⾒る世界 2 ○ ○ ○

環境と経済 2 ○ ○ ○

インバウンド観光学 2 ○ ○ ○

世界の中の日本 2 ○ ○ ○

英語と世界の言語 2 ○ ○ ○

日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○

宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○

世界関係論 2 ○ ○ ○

Summer Intensive Session 4 ○ ○ ○ ○

Spring Session 4 ○ ○ ○ ○

選択 選択科目群

国際教養学

科選択科目

学部が認め

た留学⽣

専用科目

2 ○

2 ○

※教職課程に関する科⽬であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科⽬」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒指導、教育相談等に関する科⽬」「教育実践に関する科⽬」、「独」は

「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

○ ○

○ ○

学部が認め

た留学⽣

専用科目
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【2019年度入学生用】STUDY GUIDE  

資格取得 教職課程 新旧表 

 

該当頁・箇所 新 旧 

165頁 

Ⅵ（表内部） 

220頁別表 2 

本学開講科目 本学開講科目 

教育方法学（ICT活用含む） 教育方法学 

 

 



【2019~2022 年度入学生適用】STUDY GUIDE  

資格取得 教職課程 新旧表 

XVI 専修免許状（大学院）に関する科目一覧   

２.心理学専攻分野の記入＿「社会心理学」分野の記入に関する科目 

新 旧 

本学開講科目 単位数 履修方法 本学開講科目 単位数 履修方法 

社会心理学特論 ２ 必修 社会心理学特論 ２ 必修 

上級社会心理学演習 ２ 必修 上級社会心理学演習 ２ 必修 

集団力学特論 ２ 必修 人格心理学特論 ２ 必修 

環境心理学特論 ２ 必修 環境心理学特論 ２ 必修 

犯罪心理学特論 

（司法・犯罪分野に関す

る理論と支援の展開） 

２ 必修 

犯罪心理学特論 

（司法・犯罪分野に関

する理論と支援の展

開） 

２ 必修 

心理統計法特論 ２ 必修 心理統計法特論 ２ 必修 

 


